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	応用
	抗原情報
	背景
	カルシウム活性化リン脂質およびジアシルグリセロール（DAG）依存性セリン／スレオニンタンパク質キナーゼは、B細胞受容体（BCR）シグナロソームの調節、酸化ストレス誘導性アポトーシス、アンドロゲン受容体依存性転写調節、インスリンシグナル伝達、内皮細胞増殖など、様々な細胞プロセスに関与しています。BCR誘導性NF-κB活性化を調節することにより、B細胞活性化において重要な役割を果たします。CARD11/CARMA1の「Ser-559」、「Ser-644」、および「Ser-652」を直接リン酸化することにより、標準的なNF-κB経路（NFKB1）の活性化を媒介します。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	PKC ベータ 2 抗体と DAPI (青) を使用した K562 の PKC ベータ 2 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	PKC ベータ 2 抗体を使用したラット脳溶解物中の PKC ベータ 2 のウエスタン ブロット分析。観察されたバンド サイズ: 77kDa。
	

	PKC beta 2抗体を用いたHela、A549、U2OS、U87-MGライセート中のPKC beta 2のウェスタンブロット分析
	

	PKC ベータ 2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

